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要 約
イギリスにおけるフォレストは世紀に国王の狩猟地として指定した法域で































ターナー (	) は, フォレストを次のように定義している｡ ｢中世イングランド
では, フォレストは, そこにおいて特定の動物 (
) の保護を目的とする特定の法
体系が執行されるものと定められた土地である｡｣) ただ, 中世期のフォレストの境界は固定


















王 (在位) 治世以降, 諸侯はフォレスト指定解除 (

) とフォレスト
境界の修正を要求し続けた｡ エドワード一世は, 諸侯の要求に押され, 多くの私有林のフォレ
スト指定解除を意味する年と年の境界調査を承認した｡ この指定解除はリンカーン
議会 (年) と年の条令で確認された｡) しかし, 翌年エドワードは逆襲に転じ




) は, ｢特定地における特定の動物の狩猟権ないし該権利が行使される土地｣ であり, その動
物は元来, ノウサギ (!), キツネ (
 ), アナウサギ ("#) を指していたが年以降はノロジ



























() と区 () が設けられた｡ 通常は, ベイリフ区は数個の区を有した｡ 区におけ
る狩猟獣とその隠れ場 () の管理に狩猟官 () が当たった｡
フォレストには, 森林, 開放草地 (
, 		) や開放耕地や囲込草地 (
,
	
) やコピス地が含まれていた｡ コピス地は樹木の幹を地面近くで伐り, 建築用材や燃料
用材となるひこばえや小枝の育成をはかるものであった｡ フォレスト内には王有の森林地と私










) Ⅰ酒井重喜 ｢前期スチュアート期におけるフォレストの縮小と拡大｣ 『熊本学園大
学経済論集』 ･(  )頁!｢チャールズ世のフォレスト法復活とその示談｣ 『同誌』 ･
( ), 頁｡
) "ペティットは開放草地の牧草を #とし, 囲込草地の牧草を #$	






















) と呼ばれた｡ それは ｢フォレスト法を免除された (＝	) 土
地 ()｣ を意味した｡) 旧フォレスト地






) とがあった｡ は元来囲い込みを意味し, 狩猟園は土塁や木の杭あるい
は生け垣 (






フォレストは, 国王の ｢楽しみ｣ のために, 領主と農民の双方に対して上から法的規制を押し
つけるものであった｡ 世紀の財務官リチャード・フィッツナイジェルは, フォレストにつ
いて次のように言っている｡) ｢国王のフォレストは野生動物の安全な棲み家 (であり, そこ
に)国王とその楽しみの秘密の場所がある｡｣ ｢フォレストは, 王国のコモン・ローによるので








































｣ を保全する任務に当たった｡ フォレスト内におけるコピスの販売, オークの伐
































は別に主席林務官 () あるいは狩猟長 ()
とも呼ばれ, 通常, 貴族がなりその下にベイリフを任命して狩猟獣と樹木の保護に当たった｡











がその下僚として任命したものに猟場官 () ないし林務官 () があった｡
ノーサンプトンシャーのウイットルウッドとサルシのフォレストでは, 各区のヨーマン層から
猟場官
  	 
が選ばれ, 副狩猟官 () が補佐した｡ ロッキンガム・フォレストではそれ
は副猟場官 () といわれた｡ また同フォレストでは, 猟場官















  	 
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) 財務府のフォレスト管理への侵入に加えて, 主席判事を無力化するものとして, ペティットは	

























   
が併存することもあった｡
旧フォレスト地
   	 
に逃げ出たシカをフォレストに追い返す任務を担ったのが, 保護官()




























   
による差




への報告, ペンス以下の微罪の裁定などであった｡) これに加えて, 世紀になれば司法上
の任務以外に, コピス販売の検分, 狩猟官小屋の修繕, ｢柵月｣ の指揮などを行った｡
調査官



















情についてなされた｡ 新旧の開拓地｡ 森林の荒廃｡ 王有の囲い地 () や放牧地の有料放牧
() からの収益の実情｡) 鷹の高巣｡ 鍛冶炉と鉱山｡ 木材積み出し港｡ フォレスト内の
蜜と｡ 石・石弓・網・爪を切り落としていない犬の所有者｡ 林務官の過剰放牧｡ 共同地での
過剰放牧｡ 樹木伐採の詳細｡ 私有林における無許可伐採｡ 樹木の不法持ち去り｡ コピス地柵の























フォレスト法執行のための司法機関の最高位に, エア裁判 () があ




























のである｡ "の規則は, ｢フォレスト憲章｣ (	年) や ｢フォレストの慣習と巡回裁判｣
(	##年)にある｡ "と"は緊密に結びついており, 	年にマンウッドは次のよう
に区別している｡ ｢"(") と"の相違は次の通りである｡ "(")
は木の実の"であり, そこから得られる利益である｡ "は土地に生育する植物 (フォ




































































) が新たに設けられた｡ 財務府系列のこの樹木総監は, フォレスト法系列のベイリフ
や猟場官




















林の荒廃は止むことがなかった｡ また 年に一度の ｢調査｣ も役人同士のなれ合いによって実
























































   
などのフォレスト役人の現況把握を行い, 木材売却, 柵・
































































































































の保全に専念する｡ 財務府は, このように ｢木材｣ と ｢狩猟｣ の二つの任務の棲み分け


























   
が責任を持つシカの隠れ場を損傷し, また
販売用の樹木にも深刻な損傷を与えて財務府を困らせた｡ 猟場官














































事例があったのである｡ ただ, ここでもそれがフォレストである限り, 狩猟獣と住民の共同権の制約
を受けた｡ ウイットルウッドとサルシのフォレストでも, &世紀になって, 財務府系列の樹木官とフォ
レスト法系列の猟場官






   
の任
命は大蔵省が行い王有林査察総監に直属するようにされ, 猟場官








｣ (狩猟獣) と ｢緑

｣ (樹木) を保護する法とそれを執行する役人





』 を保護し, またそれを多く有するための主要手段である｡ また逆に,
『緑
































































) や裁判出仕義務に付帯する木材取得権 () などがあり, スワニモウトや司法官

の承認の下に木材伐採が許容された｡)





























水車建設, 養魚池造成, シカの立入を防止する囲い設置, これらが浸食犯を構成した｡ ｢多く
の人々や家屋のために, フォレストの野生動物の棲息が適わなくなる｣ ことを理由に違反者は
エア裁判で罰金を科せられた｡) 第三の違反は, 樹木の不法伐採







｣ に対する開拓・浸食・荒廃という三つの違反は, 狩猟獣 (シカ)に
対する圧迫となるために禁止され違法とされて重い罰金をかけられた｡ しかし, 国王の狩猟熱
が冷却し, 逆にフォレストに収入源としての期待が寄せられるようになって, フォレスト法違




















































に守られた｡ ｢柵月｣ 期間は, 厳密に固定していず, スワニモウトにおいて猟場官





   
を
指揮し, 各戸に違反者を通告するよう言い伝えた｡ また, シカに対して用いられる恐れのある
網・石弓・鉄砲等を所有することは禁ぜられ, 飼い犬の爪は切り取ることが命ぜられた｡












事, 大蔵卿に報告されることもあったが, 時に, 密猟者がスワニモウトで告訴されることもあっ
た｡ また, 狩猟法 () を楯に, フォレスト裁判の伝統的司法権を侵害してコモン・
ロー裁判所によって取り上げられることもあった｡)
エドワード一世以前に, フォレスト指定を解除された旧フォレスト地




    
における狩猟制限をより厳格化した｡ 旧フォレスト地
    
で狩猟が許されるのは年
四〇シリング以上の価値のある土地の所有者に限る｡ 旧フォレスト地
    
所有者は, 自己の所有地
内で発見したシカのみを狩猟することができる｡ シカをフォレスト内にまで追ってはならず,






』 をはじめ多くの著作が, フォレスト管理の杜撰さ, フォ
レスト法の軽視や無視, フォレスト法執行の怠慢などを告発し, それらによるフォレストの荒
廃に警鐘を鳴らした｡ フリートウッドは, 年の文書で, 違反行為が放置されている事
態を嘆き, フォレスト裁判主席判事にエア裁判の開廷を求めた｡ ｢フォレスト法を正しく執行







してこなかったことが, それについての恐るべき不知を生み, 知者が不知者となり, そのため
すべてのものが自分によかれと思うことを平気で行うようになっている｡ 彼らは, 開拓地や浸







































































的指示が示された｡ スワニモウトは定期的に開かれるべし｡ スワニモウトの執事は, 毎年, 大
蔵卿および財務府長官によって任命されるべし｡ 罰金を伴う告訴は, 毎年, 財務府の審理にか
けられその指示に基づいて課されるべし｡ この案は上に引用したマンウッドの指摘と重なるも
のがある｡ ただ, これが実行されたかどうかは不明である｡ しかし, フォレスト問題に, 財政
当局である財務府が積極的に乗り出すことが求められていたことは間違いない｡ 財務府は, 自
ら特別委員を任命し, フォレストの荒廃と悪弊の調査にも乗り出している｡)






したのが財務府であった｡ 財務府は, 狩猟に関心はなく, フォレストの財政的価値に注目した｡
財務府がフォレスト法違反摘発に乗り出していったのは, フォレストの狩猟的価値のためでな
く, 財政的価値のためであった｡ ｢狩猟｣ から ｢収入｣ へ, フォレストの荒廃に対応するもの
の関心の在処は移ったのである｡ かくして, ｢緑

｣ (樹木) の保全は, フォレスト法ではなく,
新たな議会法によってなされるようになった｡ 同時に, ｢肉

｣ (シカ) の保全をなすのも, フォ
レスト法から議会法へと移っていった｡
フォレスト指定は, 国王大権の行使であった｡ 世紀には, 諸侯, ジェントリ, 平民が










) 			ペティットは, ここに, フォレスト法の後退とコモン・ローの進出の基因が
あった, としている｡
こぞってこの国王大権の行使に憤怒でもってあい対した｡ そこで, 国王は次第に譲歩を余儀な
くされ, 貴族層のフォレストにおける狩猟権を認め, 狩猟権地 () 設定などの特権を認
めたりした｡ こうして, フォレストにおける国王大権の威光は弱まり虫食い状態になっていっ
た｡ 世紀までに, 国王はフォレスト指定をめぐってすべての階層と対峙するのではなく,




ように変っていた｡ ヘンリ七世初年の狩猟法は, フォレスト, 狩猟園, 狩猟権地における無秩
序な狩猟を取り締まり, 夜間に変装して密猟した者を重罪とし, 治安判事に逮捕する権限を与
えた｡ ヘンリ七世	年の法は, ｢シカ用ヘイ (
) やバックストール () と
呼ばれる罠網を用いて獲物を追い込んだ () ため, 赤ジカやダマジカが, 大きな被害
を受け, フォレスト, 狩猟園, 狩猟権地を所有し統括・維持している国王と全領主には大きな














の狩猟独占 (古い独占) とが併存した｡ フォレスト法の衰微とともに古い独占は衰微し, 逆に














によって減損は一層進んだ｡ このようなフォレスト (法) の衰微をさらに一層進めたのが, 国
王自身の狩猟への関心の減退であった｡ たしかに国王の中には狩猟熱の高いものも出たが, お




















出した｡) さらに, 増大するフォレスト法違反に対して, 違反者を捜査し, 罰金をかけ, 恩赦

























    
における違法狩猟を
取り締まる権限もあわせて与えた｡
フォレスト (法) の再生と遵守をはかるジェームズ一世は, 狩猟獣の保護に加えて, さらに
木材の保護にも意を用い, またフォレスト・狩猟園・狩猟場の売却や賃貸には抑止的介入を行っ
た｡) ウィットルウッド・フォレスト内のコピス地の賃貸案が大蔵卿ソールズベリから出され




とする ｢伝統的｣ 財政政策を消極的ながらも承認し, さらにフォレスト指定解除
 	  




くフォレスト法そのものに手を触れる ｢非伝統的｣ 政策に積極的に取り組み, フォレスト指定
 	  





























) 酒井 ｢近世イギリス, フォレスト法下の国王収入増収策｣ 『海外事情研究』 頁｡ 同 ｢王有林貸出・




   
襲撃を抑止することはできなかった｡ ペティットは, 内乱期
のフォレスト破壊の原因として, 年のホランド伯によるフォレスト法復活に対する反作
用, 内乱期政府のフォレスト政策の弛緩, フォレスト役人の政治的入れ替え, 猟場官

























          

とその示談という ｢人為的操作｣ が, ジェームズからチャールズにかけて
実行された｡ ｢狩猟｣ から ｢収入｣ へと重心が大きく移動し, フォレスト法の強化とその廃絶
という背反的政策が絡み合いつつ展開したが, それは結局, 焼尽の前の燃え立ちであった｡ こ
の過程で, フォレスト (森林地) の管理は, フォレスト法の機構から財務府主導のものに変容
していった｡ 内乱期には, 王権の後退とともに, フォレストは, 無益な過去の遺物としてその
指定を解除され売却も進んだ｡ こうしてフォレスト制度は公的舞台から退場していった｡
(年月)




) フォレストでは, なお狩猟が行われたが, シカとその狩猟は, 森の住民の共同権の行使とともに木材
資源地にとって負の遺産に過ぎなかった｡ 森林はもちろん放牧地や耕地もシカによって被害を受けたの
である｡ ただ, シカ泥棒も頻出し, それを取り締まる猟場官
   
自身が囲い地 (＝私的家畜場)を作っ
てシカを私物化しその皮の販売によって賃金の補充を行ったりしたためシカの数は増えることはなかっ
た｡ 重要なことは, シカの数やなお行われる狩猟自体ではなく, フォレストが国王の狩猟地とは見なさ
れなくなった後でも, フォレスト法が課す規制 (シカ保護と住民の共同権保護)による弊害がなくなら
なかったことである｡ フォレストに隣接する耕地の作物被害, ひこばえや若芽の被害, 猟場官
















































+  , 
ヨーマン猟場官








- #  !    











































































































酒 井 重 喜
―!#―
